
【災害が起こったら…】
①1次避難所まで、自力もしくは家族で行くことはできますか？

聴覚 内部 知的 肢体 視覚 精神 計
行ける 22 13 49 32 22 13 151
行けない 20 3 13 24 11 2 73

②行けない理由
・一人暮らしの為、
・高齢の為　　　　・歩行困難
・家族全委員が何らかの障害があるため、支援が必要
・一次避難所がわからない
・家族が仕事などで不在の事があるから　　・常に家族がいるわけではない
・情報がない　　　・避難が必要かどうか一人ではわからない
・家族がいないときに母親だけでは避難できない　　　・一人の時は無理
・災害が起こる場合は、道路など普通の道筋ではなく、車いすなどが思う
　　ように動かせるかどうか心配。
・徒歩では時間がかかる
・場所や道にこだわりがあるので、そのときにならないとわからない
・近くであれば行けるが、遠くの場合（水害は特に）車がないと移動できない
・時間をかければいけるかもしれないが、パニックになっている子を
　　ひっぱて連れて行けるか自信がない
・歩く事はできるが、一人は知的障害で、一人は杖歩行の為、車が必要
・ベビーカーかバギーが必要　　　　　・車いすでの移動が困難
・行きなれない場所は子どもがパニックになるので、行けない
・通勤途中など家族と離れている時は、一人で判断できない。
・ケアホームに入っているが、夜間支援がないので、何かあった場合は無理
・家族が高齢で介護できない
・マンション上階で階段で下まで必死に降りても、車いすが必要
・自宅が１３階だから
・災害の状況によって異なりますが、がれきが多くて車いす
　を使用できないと移動ができない。抱っこでは難しい
・車いすを自分自身で動かせない
・全介助の必要な子なので、移動に時間がかかる。その時の状況による
・その時の体の具合によるが、歩けない時もある
・視覚障害があるので　　　　・ヘルパーさん無しでは動けない
・災害時は安全かどうかわからないから

③避難所で困ることは何ですか？
・食事・寝る場所・トイレ・移動
・手話通訳がいない　　　　・コミュニケーションについて不安　　　・情報不足
・正しい情報が入らない　　　・家族の安否　　　　　・孤立
・プライバシーが守られるかどうか心配。
・目で見る情報やきちんとしたコミュニケーションがないと困る
・ペットがいるのでどうなるのか　　　　・犬と一緒にいたい
・透析施設への通院。母親の介護。いす生活の維持
・床に座れない　　　　・椅子がないと生活できない
・体温調節ができないため、身体的なことが維持されない。水分を１日２Ｌ飲まないと
　いけないため、おむつなどの始末に困る。
・避難所内で自治会ごとまたは、区割りごとに世話人数名を設けてもらえれば
・パニックになって迷惑がかからないか不安　　　　・大勢の人と一緒に居られない
・知らない人がたくさんいると緊張してしまう　　　・行けてもその場所で過ごせない
・知的障害者と聴覚障害者がいる。人目が気になる
・人がたくさんいる非日常の中だとパニックを起こす
・決められた場所でじっとしていられるかわからないので周りの人への迷惑を考える
・空気が読めないので、騒ぐかも　　　　・避難所で平常心を保つことは無理
・家族と一緒なら困らないが、一人だとコミュニケーションに問題



・とにかくじっと同じところにいれない。うろうろするので…
・喘息・鼻炎・アトピーがあり、環境が悪いと悪化する。
・幼児なので寒いときは、暖房が必要になる
・声の大きさを調節できない。何回も同じ質問を繰り返す
・こだわりがあり情緒不安定で、みんなといることができるか不安
・子供にずっと付き添わないといけないし、周りに気を使う
・小さな子どもの声が苦手　　　　・個別対応が必要（食事・服薬など）
・本人が静かにできない　　　　　・集団が苦手で大暴れする
・新しい場所で知らない人たちと過ごすことはとても負担になる
・長期の避難生活では迷惑をかける
・家族と一緒のときは何とかできますが、一人だと自分の意思が伝えられない
・親がいっしょに避難できるとは限らない場合もあり、本人が取り残される事もある
・本人が落ち着かない。声を出す。アレルギーがある、食事に困る
・周りの目。声が出るので、夜避難所では寝れない。
・大勢の方と一緒に１～２時間は過ごせても、長時間社会ルールを守って過ごすのは
　難しい。　　　・問題行動があるため、大勢の中でいることは困難
・知らない人にいろいろ聞かれても委縮して話せないと思う。
・病気にかかりやすく、感染症が心配
・大声を出す。オムツをして寝ている
・不安になって大声を出す→叱られるの堂々巡り
・人がいっぱいの中では、長時間過ごすのは難しい。自分の世界に入って、色々
　話し出すので周りから離れたい。
・ミキサー食しか食べられない。他傷の食料は備蓄しているが、避難が長引くと
　食事面が心配
・排泄など、おむつを常時している。お湯かお水が使用できる環境がないと困る
・睡眠障害があるので、夜泣きなど他の人に迷惑をかけてしまう。
・横になるスペース、排泄介助
・おとなしくじっと横になっていることができず、声を出すこともあるので、避難所では
　難しい
・スロープなどがあるか（バリアフリー）
・生活全般　　　　・普通の生活が変わる事　　　・荷物が持てない
・冬場は血行障害でカイロが必要
・一人で行動ができない　　　・暗いのが困る。明るくしてほしい
・視覚障害なので、移動や食事など、生活全般で、手助けがいる
・トイレの場所がわからない。配給場所や自分の居場所がわからない。
・避難生活をしたことがないからわからない。
・人がたくさんいるところで、何日もいることができない
・通院が可能か心配　　　　　・薬の確保　　　・対人関係
・精神の安定の維持が不安　　・端の方で人との接触が少ないところを確保してほしい
・こどもの泣声や物音が苦手

④避難所で配慮してほしい事
・障害者スペースを確保してほしい
・聴覚障害者を集めて、手話通訳者をつけてほしい。
・ホワイトボードなどでの説明をしてほしい
・情報が常に入る状態にしてほしい。（掲示板・筆談など）
・聞こえないことを周りがわかるようにしてほしい
・事前に聴覚障害者の避難所を決めて準備しておいてほしい
・障害者がいるということを認識して個別対応してほしい
・情報が欲しい　　　　・字幕情報が必要
・情報伝達の工夫をお願いしたい
・聴覚障害者のためのきちんとした対応が欲しい。
・何でもいいので、プライバシーが守れる壁みたいなものがほしい
・身体的な問題で音を建てたりすることがあるので、他人に迷惑をかけてしまうので、
　個別に対応してもらえたら助かる
・プライベート空間を確保してほしい　　
・場所確保のため、隅でいいので、テントを広げたい
・障害があることで子どもから離れられないと思うので、手助けをしてくれる人が



　何人か避難所にいると、精神的に安心できる
・狭いスペースでよいので、個室がほしい
・個室と言いたいが、そういうわけにもいかないと思うので、せめて同じ障害がある
　家族とかと同じ部屋にしてほしい
・一時避難所内で別室があれば落着けるかも。必要なものを用意しておいてほしい。
　逃げるだけで精一杯。
・幼児の為のキッズスペースがほしい
・クールダウンできる部屋がほしい。　　・できれば、障害児者の部屋を分けてほしい
・障害者が居ても気を使わずに居れる場所を作ってほしい
・決められた避難所へは自宅からは路地を通ることになるので、安全に行ける場所へ
　行こうと思っている。避難ルートの確認をしてほしい
・パニックになるので個室がほしい
・アレルギー食が欲しい　　　　・洋式トイレ、個室が欲しい
・一人の時に被災したときは、友達などと一緒に居させてほしい
・パニックを起こすかもしれないので、落ち着く場所に家族で居させてほしい
・障害者トイレの整備をしてほしい
・二次避難所が開所したときは、場所移動手段などを明確に教えてほしい
・違う環境にすごく情緒不安定になり、興奮し落ち着くまでに時間がかかり、親であ
　あっても目を離すことができない。親ひとりでは、身動きが取れず手助けがいる
・車いすで移動できる場所　　　　　・車いすで生活できればいい
・てんかんの発作があるので、なるべく静かな場所で過ごせるように配慮がほしい。
　寝たきり状態なので、手足の先が冷たくなるので、寒い場所は体調管理が心配。
・横になれる場所　　　　　・紙オシメ、水、ストロー、食料
・音に敏感な子なので、隔離できる場所があれば、助かる。嫌な音が聞こえると
　ずっと泣いて泣き止まない。
・移動できるようにしてほしい。情報が欲しい　　・プライバシー、イス、簡易ベッド
・わからない
・目が見えないので、手引きをしたり、声掛けをしてほしい　　・音声情報が欲しい
・全盲なのですべてに手助けが必要　　　　・場所の確認をさせてほしい
・移動の介助、配給品が取りに行けない、情報の声かけ
・情報を正確に伝えてほしい　　　　・プライバシーを保護してほしい
・困ったときに相談にのってほしい

【薬について】
①薬を常用していますか？

聴覚 内部 知的 肢体 視覚 精神 計
常用 25 16 28 59 29 14 171

服薬なし 17 0 38 3 5 2 65

②薬の予備は備蓄していますか？
1週間分 4 4 6 25 10 2 51
2週間分 3 7 5 11 6 2 34
その他 3 2 0 11 5 3 24
備蓄無 10 2 9 6 6 6 39

③薬の予備を持ち歩いていますか？
1回分 6 4 4 4 3 3 24
それ以上 5 3 3 8 3 1 23
なし 13 6 15 44 23 9 110

④災害時、かかりつけ医療機関との連携はありますか？
◆医師もしくはかかりつけの医療機関と携帯電話などのホットラインがある

0 2 3 5 5 3 18
◆何かがあれば、かかりつけ医療機関から連絡を取ってくれる

5 1 0 2 2 1 11
◆具体的にはない

18 12 42 44 23 7 146


